
指標 

（厚労省共通指標・ＤＰＣ指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

A)分母のうち入院後早期（2 日以内）にアスピリンもしくはクロピドグレル

が投与された患者数 

B)分母のうち退院時にアスピリンもしくはクロピドグレルが投与された患

者数 

分母 急性心筋梗塞の診断で入院した患者数

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

34 急性心筋梗塞患者におけるアスピリン 
Ａ）急性心筋梗塞患者における退院
時アスピリン投与率 Ｂ）急性心筋

梗塞患者における入院後早期アス
ピリン投与率 

心筋梗塞の二次予防としての標準的な診療が行われているかを測る 

B.最小値80.00 25％値90.48 中央値95.83 75％100.00 最大値 100.00  

回答病院 39施設 

 A.については3月で集計することを終了したので、コメントは省きます。 

 B.の提出状況を概観します。データを出している病院は39でした。12ヶ月すべての月でデータを提出したの

は6病院でした。年間10ヶ月以上で提出しているのは21病院ありましたが、1回だけ提出したのは7病院でした。

病院の性格により治療する患者数に大きな差があることが窺われます。 

 B.の成績を概観すると、2019年に比べ中央値も25％値も最小値も低下しています。患者属性によっては内服

させないことを選択する場合もあるかもしれません。しかし、心筋梗塞の二次予防としては重要な治療となり

ますので、各病院で継続して取り組まれることが期待されます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2020年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 














